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論文内容の要旨
本論文は.高麗時代における中関東晋の詩人陶淵明とその文学に対する受蒋態度を明らかにしようとし
たものである。
高麗時代には武臣が政権を握った時期，性理学の導入の時期があって，士人達にも大きな変化をもたら
した。同時代の詩文をみると陶淵明の代表作「桃花源の記，並びに詩Jr-帰去来の辞，並びに序」などか
ら影響を受けた作品が多く見られる。「桃花源記」に関するものは武臣政権時代に， I帰去来辞」に関する
ものは武臣政権以後に目立つ。また，武臣政権時代には「竹林七賢Jを真似たと言われる「竹林高舎」の
集まりが見られる一方武臣政権以後には「帰去来辞」の「菊」に愛着を持つ傾向が見られる。彼等は
「菊」の中に隠逸と清雅を読み取ろうとしたのであるの武臣政権時代の人々が「帰去来辞」の陶淵明と，
清談の「竹林七賢!という全く異なったあり方を同時に受容し愛したということは重要な特色であり.そ
こに隠棲するか俗世間に留まるかの迷いが認められる。本論は これら高麗の詩文と陶淵明の詩文及び
「竹林七賢」との比較を通して，高麗の士人の心を追跡しようとする。
本論文は四章と附論からなる。第一章「高麗時代の概観」は，高麗という時代を知る準備作業として.
この時代を前期・中期・後期iこ分け政治面経済及び社会面.文化及び思想、面について窺う。中・後期に
大きな変化を与えたのが中期の武臣政権と後期の儒教(朱子学)の受容であった。
第二章「中国における陶淵明」は中聞の士人が思い描く陶淵明像を六朝時代・唐代・宋代に分けて概
観する。
第三章「高麗における陶淵明」は，高麗の士人が思い描く陶淵明像を中期と後期に分けて考察する。中
国の詩人達との比較を通してその差異を考えてみた結果以下のことが判明した。高麗の武臣時代には個
人の観点から陶淵明の人格や詩文に重点をおいてこれを愛慕したが陶淵明の生活を実践する志向は見ら
れなかった。それに対して後期には，国家的観点から陶淵明が故同に対して節を守ったことや朝廷を離れ
たことに;重点をおいて，これを賞賛したり，否定したりする姿勢がみられる。高麗の士人の陶淵明を賞賛
する感情は，中間の白居易や蘇載が賞賛する姿と変わらない。陶淵明を批判する感情も.杜甫・韓愈の詩
文に見られる。高麗のこのような陶淵明に対する肯定と否定の感情は，時代がもたらしたものであったc
特に，陶淵明への批判は儒教の五倫を重視することから発生したものと考えられる。それはまた，宋代儒
教の影響を受けながらも，中国宋代の士人が陶淵明を批判しなかったことと対照をなしている。
高麗の士人は陶淵明の|帰去来辞」に愛着を持っていたが，実践することにおいては，中期と後期に差
異が見られる。中期では， I帰去来」が武臣政権からの精神上の隠遁を道家思想、に基づいて求められたの
に比して，後期では身体上においても現実世間を離れた降、遁を儒学思想、に基づいて求めようとした。その
理由は，当時仏教が腐敗していたために人々が新しいものを求めていたところに，中期には道家思想が徐々
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に浸透して精神の安定を求める人々の支持を得ていたが，後期には儒家思想、が生活の実践策として利用さ
れたからである。中期及び後期の士人には共に隠逸と仕宵の聞とを行き来する，自居易の「中隠J.いわ
ゆる半隠居生活が見られる。これは陶淵明の隠遁生活と違うものである。というのも高麗の詩人達は生活
の維持のために，あるいは男児の志を成し遂げるために，現実において仕官し続けなければならなかった
からである。また，彼等には現実を離れた隠遁生活の実現は見られたものの，それに対して心底から満足
できず.仕官が意ー識から離れなかった。これは同じく陶淵明に愛着を持っていた中国の自居易と蘇東按に
は見られなかった姿勢である。この原因は朝廷を離れることに対して否定的であったためであり，自分よ
り国を優先して考えた結果だと考えられる。
第四章「桃源郷と青鶴洞」は，中国における「桃源郷」と高麗における i桃源郷J及び朝鮮の「桃源郷」
と思われる「青鶴洞iについて考察する。高麗における「桃源郷」は，陶淵明の桃源郷を自分達の矛盾あ
る社会に対する批判として捉えた上で，現実において実現可能な理想世界として描かれている。これは，
中間の唐・宋代になされた陶淵明の「桃源郷」が仙界であったかどうかという議論から一歩進んだ考え
方であろう。そして高麗の人々は，陶淵明の理想世界に深く感動を覚えて囲内に理想世界を作っていっ
た。彼等が自問の山水に誇りを持っており，自国が神仙の国であるという考えがその基盤にある。僧侶の
修業の場であった神聖な智異山の一隅にある.青い鶴が接んでいると言われた「青鶴洞」に隠遁の理想世
界「桃花源jを投影させたのもその一例である。しかし陶淵明の「桃源郷|が想像世界であるゆえに発
見できなかったように.彼等の「桃源郷」も想像世界であるがために発見できなかった。特に，中期の士
人において，このように「桃源郷」への関心が深かったのは，武臣政権という厳しい現実下，権勢家の農
荘拡大による搾取が民衆に被害を与えており文臣も心の被害を受けていたからである。だから，彼等は
身近にあった実際の I青鶴洞」に理想世界としての「桃源郷」を投影して夢見たと考えられる。
附論「高麗時代における竹林高曾Jは.竹林七賢|と「竹高七賢」との比較を行ない，高麗時代にお
ける「竹高七賢」の位置付けと，その動機について再検討したものである。「竹林七賢」と「竹高七賢」
の両者は，政治情勢が不安定であったため，神仙思想、に深く没頭することによって暗黒の世界をつとめて
避けようと試みたところは共通している。しかし「竹高七賢Jが儒教の礼に反する勝手な行動はしなかっ
たところは「竹林七賢Jと大きく相違している。たとえ武臣の支配する政権であっても.儒者としての道
理を果たしたいという目的意識がはっきりしていた。彼等は祖先に恥じることのないようにという思いか
ら，礼教に反することはしなかったのである。このような違いは.時代と社会の相違によってもたら容れ
たと考えられる。
論文審査の結果の要旨
本論文は.中国東晋時代の詩人.陶淵明の作品と処世とが高麗にどのように受容され，どのような影響
を写えたか，というテーマを，中国とも比較しつつ幾人かの高麗の士人の詩文を通して具体的に考察した
ものである。全552枚 (400字詰原稿用紙換算)のヴォリュームを持つ本論文は，四章と附論ー篇に分節さ
れており，全篇着実な日本語で書かれている。以下，論文の記述に沿いながら論評を加える。
第一章「高麗時代の概観」ではそれらの土人たちが生きた高麗という時代を通説に従って前・中・
後の=時期に区分仏政治・経済・文化・思想の観点から概観する。高麗約500年を手際ゆく概括してい
るが，二1:.地固有論など，今日の高麗史研究の水準からすればやや古い見方から脱し得ていないところもあ
り，また著者が紙数を割いている武臣政権にしても，単純に文田弾圧の時代とも言い切れず，更に立ち入っ
た分析が必要であろう。しかし，著者は歴史学の徒ではないので.その点は割引いてやらねばならなL、
第二章「知勇語句における陶淵明|では高麗の土人の陶淵明観を際立たせるために，本国における陶
淵明観の流れを時代別に概観する。六朝時代には淵明の詩と人間性をそのまま記述していたのに対して，
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唐代に入ると高く評価され淵明の詩に擬した作品が書かれるようになるが，一方で‘批判も現われる。出
処については，淵明の生き方に共感しつつも主維や白属易のような「官Jに完全には背を向けない半隠
の生活に止まった事例が多い。宋代になると その作品を「清lの語で賞賛したり，朱子学の影響も受け
て，淵明の作き方を儒教的価侃観から評価する動きも出で来る。以上のような著者の捉え方は，おおむね
妥当であるの
第三章「高麗における陶淵明」から本論に入る。本章では，前章を踏まえながら高麗の土人による淵明
の受け留め方を，李仁老，李肇報(以上中期).李稿，元夫錫，鄭道伝(以上後期)という五人の人物の処
世と作品を通して綿密に考察する。著者によれば高麗の場合，中期の武臣時代には個人的観点から淵明
の人格と詩文が捉えられたが，後期には国家的観点からする評価へと移り変わったという。また， ["帰去
来辞Jで表明された淵明の出処についても中期では道家思想と結びついて精神的隠遁が求められたのに
対して，後期では儒家思想(朱子学〉を通して隠還を捉える傾向が目立って来，結局高麗の士人たちは，
仕官への思いを断ち切って完全な隠遁生活を実現することは出来なかったとされる。
以上のような著者の見解は大筋では正しい。ただ.著者は隠逸詩人としての陶淵明を基軸に論議を展開
しているが，それは彼の一面にしかすぎず，陶淵明は一方で、自分自身の死を歌った「挽歌J，自己を投影さ
せた三人の人格に討論させた「形影神」等の宗教的哲学的作品テロリストを歌った「荊伺を詠ずjのよ
うな激しい詩，それに「閑情の賦」のようなおよそ隠者には似つかないあでやかで官能的な詩を残した，
模めて複雑な人間であった。高麗の士人たちは淵明のこういった側面に本当に関心を示さなかったのか，
もしそうだとすれば何故そうなのか.という視点も必要であった。また，それと関連することであるが，
高麗人がどういうテキストで淵明の作品に接したのか(~文選』のようなアンソロジーか， r陶淵明集』そ
のものであったのか)，という考証も今後の課題として要望しておきたい。
第四章「桃源郷と青鶴洞」では.淵明のユートピア論として名高い「桃花源記」の受容と影響を論じる。
「青鶴洞」とは，中国の洞天説や淵明の「桃花源記Jの影響下に生まれた朝鮮のユートピアである。著者
は，高麗人は淵明の桃源郷を現実社会への批判として捉えたとした上で，彼らがこの中国的な理想、社会を
朝鮮半島の智巣山の一隅に夢想したのが「肯鶴洞」であったとする。著者は桃源郷と膏鶴洞に関する高
麗の資料を能う限り捜集して本掌を組み立てているが，資料の不足による立論の窮屈さは否めない。この
テーマを扱うには，資料が梢えてくる朝鮮王朝へも視野を拡大し，更に「十勝地」なども考察の対象にす
べきであろう。
附論「高麗時代における竹林高会」では陶淵明より約150年前に登場した「竹林の七賢」と呼ばれる
グループと.それをモデルにして生み出された高麗の「竹高七賢一・との比較を行ない，高麗のそれは礼教
(儒教)から大きく逸脱していなかったとして，そこに朝鮮的な特徴を見出している。結論はおおむね妥
当である。
総じて本論文iま，資料を博捜し，それを梅拠に立証しているので大きな破綻や無理がな ~'o 原典の読解
にまま誤読も認められるが，もともと難解な詩文である上，日本は言うに及ばず本国の韓国でも殆ど訳注
作業が進んでいない現状ではやむを得ない‘面もある。注の充実ぶりも評価に値し時間をかけて丹念にし
調べた痕跡が如跡が知実に現われている。本論文の基礎の上に立った今後の研究成果が大いに期待できる。
以上の所見により.本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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